
顕微鏡 Vol. 52, No. 3 （2017）178

本特集号のテーマは，磁気イメージングです．磁気イメー
ジングの技術は日々進展しており，10 年前に比べると高分
解能化が進むとともに，検出器の性能が格段と進歩したこと
から，画質が目まぐるしく向上しています．その結果，これ
まで見ることが出来なかったナノサイズの磁気的微細構造が
可視化できるようになり，今まで検出が不可能であった微弱
な磁場を検出できるようになってきています．磁気デバイス
が微細化されるなかで，磁気に関わる多くの研究者は，「実
際の磁気デバイスや磁気材料の磁気構造を見てみたい」とい
う願望を持っていると思います．磁気構造の可視化は，20
世紀初頭ごろから始まり，簡便な方法としてビッター法に
よって，永久磁石の磁力線の可視化が行われています．最近
では，本特集号で取り上げるスピン偏極走査電子顕微鏡，ロー
レンツ顕微鏡や磁気力顕微鏡をはじめとして様々な磁気イ
メージング法が開発され，磁気デバイスや磁気材料の磁気構
造をナノサイズで可視化できるようになり，磁気構造に関す
る基礎研究に加えて，磁気デバイスの応用研究の進展にも大
きく寄与しています．
基礎研究と応用研究の関係は，それぞれの研究の特質から

基礎研究が先行し，その後に応用研究が発展すると考えがち
ですが，そうではないと最近考えるようになりました．歴史
的な大発明には，基礎的学理を応用して技術を開発するので
はなく，応用研究の中から基礎的学理が芽生えることが数多
くあると思います．例えば，量子力学の始まりは，溶鉱炉内の
温度を調べるために，光放射による温度の測定から始まって
います．つまり，黒体輻射の研究から量子論が生まれ，量子力
学に発展し，近代科学の発展を支える基礎学理が形成された
と言えます．また，ガリレイは望遠鏡を改良しましたが，彼は
幾何光学を勉強した後，望遠鏡の改良をしたのではありませ
ん．また，電子顕微鏡について考えてみると，ルスカによる開
発により，結像理論や電子回折理論が発展したと言えると思
います．一見泥臭い実験研究を中心とした応用研究のなかか
ら，美しい基礎学理が生まれる例は少なくありません．最近
では応用研究を念頭に入れながら，大学での研究の独自性を
出せるような“応用基礎研究”を行うように心がけています．

（大阪府立大学・大学院工学研究科　森　茂生）
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